
  

 



内
閣
府
な
ど
で
は
毎
年
11
月

12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
２
週
間

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
を
全
国
一
斉
に
行
っ

て
い
ま
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、
売
買

春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

の
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
女
性

の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
す
。

今
回
は
、
Ｄ
Ｖ
の
実
態
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
詳
し

く
は
市
民
協
働
推
進
課
（
1

85
・
３
５
７
６
）
へ
。

Ｄ
Ｖ
と
は
、「
Ｄ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ

ｔ
ｉ
ｃ
　
Ｖ
ｉ
ｏ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）」
の
略
で
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力
・
虐

待
の
こ
と
で
す
。

内
閣
府
の
調
査（
平
成
14
年
）

で
は
、
暴
力
を
振
る
っ
た
こ
と

が
あ
る
男
性
の
３
割
が
、「
相

手
が
自
分
の
言
う
こ
と
を
聞
こ

う
と
し
な
い
の
で
、
行
動
で
わ

か
ら
せ
よ
う
と
し
た
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
、
力
の
強
い
人
が

暴
力
を
使
っ
て
、
自
分
よ
り

弱
い
立
場
の
人
を
自
分
の
思

う
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
す
る
「
支
配
の
パ
タ

ー
ン
」
で
す
。

「
殴
る
」「
け
る
」
な
ど

の
身
体
的
な
暴
力
だ
け
が
Ｄ

Ｖ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
の
の
し
る
」「
無
視
す

る
」
な
ど
の
精
神
的
な
虐
待

や
性
的
虐
待
も
Ｄ
Ｖ
で
す
。

Ｄ
Ｖ
の
実
態
と
し
て
次
の
よ

う
な
事
例
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
毎
年
１
万
人
以
上
の
女
性
が

「
夫
の
暴
力
」
を
理
由
に
離
婚
し

て
い
ま
す
。

●
県
の
調
査
（
平
成
15
年
）
で

は
、
回
答
し
た
女
性
の
約
半
数

が
過
去
に
何
ら
か
の
Ｄ
Ｖ
被
害

を
受
け
て
お
り
、
男
性
の
約
５

人
に
１
人
は
Ｄ
Ｖ
の
加
害
経
験

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性

の
６
人
に
１
人
は
「
身
体
的
暴

力
」、
約
５
人
に
１
人
は
「
性
的

暴
力
」
を
受
け
た
経
験
が
あ
り

ま
し
た
。

次
表
の
よ
う
に
各
機
関
で

は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
身
近
な
人
が

Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
て
い
る
と
感

じ
た
ら
、
こ
の
専
門
相
談
機
関

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

市
は
水
道
水
の
水
質
検
査
の

適
正
化
や
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
基
本
方
針
、
水
質
検

査
項
目
な
ど
を
明
記
し
た
「
平

成
19
年
度
水
質
検
査
計
画

（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
計
画
（
案
）

に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
頂
い
た
意
見
は
今
後
の
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
資
料

と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
同
計
画
（
案
）
は
鳥

栖
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

ww.city.tosu.lg.jp

）
ま
た
は
水

道
課
管
理
係
（
〒
８
４
１
―
８

５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８

番
地
1
85
・
３
５
３
７
Ｆ
Ａ
Ｘ

81
・
３
１
０
５
）
で
閲
覧
可
。

閲
覧
・
意
見
の
募
集
期
間
●
12

月
22
日
ま
で

募
集
方
法
●
は
が
き
、
封
書
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
。
電
話
で
の
意
見

は
受
け
付
け
ま
せ
ん

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

来
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
の

入
所
申
し
込
み
を
12
月
１
日

（
金
）
か
ら
８
日
（
金
）
ま
で
、

こ
ど
も
育
成
課
（
1
85
・
３
５

５
２
）
と
各
保
育
所
で
受
け
付

け
ま
す
。

保
育
所
は
校
区
に
限
ら
ず
希

望
で
き
ま
す
。

現
在
入
所
中
で
、
来
年
度
も

引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
人

は
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
（
た
だ
し
、
税
額
証
明
書

と
各
種
証
明
書
は
必
要
で
す
）。

ま
た
、
育
児
休
業
明
け
の
入

所
希
望
者
の
申
し
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
。

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

市
と
ド
イ
ツ
・
ツ
ァ
イ
ツ
市

と
は
「
フ
ッ
ペ
ル
の
ピ
ア
ノ
」

を
通
じ
て
交
流
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
相
互
の
公
式

訪
問
団
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
は

じ
め
と
し
た
子
ど
も
交
流
事
業

を
進
め
た
こ
と
で
、
両
市
の
交

流
は
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
事
業
に
お
け

る
写
真
の
展
示
や
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を

次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
民
協
働
推
進
課

（
1
85
・
３
５
０
８
）
へ
。

と
　
き
●
12
月
８
日
（
金
）
ま

でと
こ
ろ
●
市
役
所
１
階
市
民
コ

ー
ナ
ー

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

Ｄ

Ｖ

と

は

Ｄ

Ｖ

の

実

態

市では男女共同参画について知識を深めてもらおう
と、毎年「男女共同参画フォーラム」を開いています



募
集
要
件
●
来
年
４
月
１
日
現

在
で
60
歳
未
満
の
市
内
在
住
者

（
た
だ
し
、
以
前
嘱
託
職
員
と

し
て
雇
用
さ
れ
た
人
を
除
く
）

業
務
内
容
●
①
小
学
校
給
食
業

務
②
学
校
事
務
補
助
業
務

募
集
人
員
●
①
②
と
も
若
干
名

雇
用
期
間
●
①
②
と
も
来
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で
。
勤
務
成
績
が
良
好
な

と
き
は
雇
用
期
間
を
更
新
す
る

場
合
あ
り
。
最
長
５
年
。
な
お
、

①
来
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
②

来
年
２
月
か
ら
３
月
ま
で
日
々

雇
用
職
員
（
午
前
８
時
15
分
〜

午
後
５
時
）
と
し
て
試
行
雇
用

勤
務
形
態
●
①
午
前
８
時
半
〜

午
後
４
時
半
②
午
前
８
時
15
分

〜
午
後
４
時
15
分
。
①
②
と
も

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

（
学
校
に
よ
り
異
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

賃
金
月
額
●
①
②
と

も
14
万
４
９
０
０
円

（
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

申
し
込
み
●
12
月
11

日
（
月
）
ま
で
に
申

込
書
（
記
載
例
を
参

照
）、
市
販
の
履
歴

書
に
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
、

返
信
先
を
記
入
し
た
は
が
き
を

教
育
委
員
会
総
務
課
（
〒
８
４

１
―
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１

１
１
８
番
地
1

85
・
３
６
９

１
）
へ
。
郵
送
可
、
当
日
必
着

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接

な
ど
（
12
月
16
日
・
17
日
実
施

予
定
）

結
果
通
知
●
12
月
中
に
合
否
に

関
係
な
く
全
員
に
通
知
し
ま
す

市
は
12
月
１
日
か
ら
、
市
が

直
接
、
出
産
育
児
一
時
金
を
医

療
機
関
へ
支
払
う
「
出
産
育
児

一
時
金
の
受
取
代
理
制
度
」
を

始
め
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
市
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
世
帯
の
人
で
す
。

今
ま
で
は
約
30
万
円
か
か
る

出
産
費
用
を
被
保
険
者
が
医
療

機
関
へ
直
接
支
払
い
、
後
に
保

険
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

は
35
万
円
を
限
度
と
し
、
医
療

機
関
な
ど
か
ら
の
請
求
額
が
支

給
額
以
下
の
場
合
は
差
額
を
申

請
者
へ
支
給
し
ま
す
。

出
産
予
定
日
の
１
カ
月
前
か

ら
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

国
保
年
金
課
の
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
国
保
年

金
課
（
1
85
・
３
５
８
２
）
へ
。

市
村
自
然
塾
九
州

国
民
健
康
保
険
の
健
康
家
庭
表
彰

市
村
自
然
塾
九
州

国
民
健
康
保
険
の
健
康
家
庭
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
村
自
然
塾

九
州
で
は
、
第
５
期
塾
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
宿
泊
・
食
事
を
含

め
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、

塾
ま
で
の
往
復
の
交
通
費
や

作
業
衣
服
な
ど
は
各
自
で
負

担
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
●
平
成
19
年
度
の
新

小
学
４
年
生
か
ら
新
中
学
２

年
生
ま
で
の
男
女
各
30
人

活
動
期
間
●
来
年
３
月
16
日
か

ら
12
月
２
日
ま
で
（
隔
週
金
曜

日
の
夕
方
か
ら
日
曜
日
の
昼
過

ぎ
ま
で
の
２
泊
３
日
、全
18
回
）

内
　
容
●
農
作
業
・
自
然
体

験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

応
募
期
限
●
12
月
10
日
（
日
）

応
募
方
法
●
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
募
集
要
項
を
請
求

の
上
、
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
同
塾
（
1
82
・
５
２
１

１
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
５
５
０
２
　
Ｅ

メ
ー
ルszj@

isis.ocn.ne.jp

）
へ

市
村
自
然
塾
九
州

国
民
健
康
保
険
の
健
康
家
庭
表
彰

国
民
健
康
保
険
の
健
康
家
庭

表
彰
は
、
過
去
１
年
以
上
、
世

帯
員
全
員
が
保
険
の
給
付
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
世
帯
が
対
象

で
、
２
２
４
世
帯
が
受
賞
し
ま

し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
（
氏
名
は
世
帯
主
名
、

敬
称
略
）。

な
お
、
掲
載
は
本
人
の
承
諾

が
あ
っ
た
方
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
特
別
表
彰
（
45
世
帯
）

【
秋
葉
町
】
川
崎
惠
【
本
町
】
八

木
安
次
郎
【
本
鳥
栖
町
】
篠
原

和
子
、
福
山
秀
彦
【
藤
木
町
】

川
崎
道
俊
、
松
隈
光
男
【
今
泉

町
】
小
南
照
子
【
古
野
町
】
古

沢
和
夫
【
神
辺
町
】
権
藤
英
樹

【
萱
方
町
】
平
川
孝
則
【
古
賀
町
】

市
村
自
然
塾
九
州

国
民
健
康
保
険
の
健
康
家
庭
表
彰

河内町にある市村自然塾九州

山
本
晴
彦
【
幡
崎
町
】
秋
山
ナ

ミ
エ
【
桜
町
】
別
府
正
紹
【
松

原
町
】
力
武
賢
二
【
原
古
賀
町
】

横
谷
佳
瑞
子
【
江
島
町
】
渡
邊

丈
司

◆
１
級
表
彰
（
該
当
な
し
）

◆
２
級
表
彰
（
８
世
帯
）

【
古
賀
町
】
松
本
芳
雄
【
曽
根
崎

町
】
樋
口
武
巳
【
立
石
町
】
井

上
武
敏

◆
３
級
表
彰
（
１
７
１
世
帯
）

【
元
町
】
青
木
春
代
【
秋
葉
町
】

江
里
鉄
二
【
本
町
】
天
本
観
次
、

木
町
】
金
澤
俊
次
【
今
泉
町
】

篠
原
是
章
、
中
島
マ
イ
子
【
真

木
町
】
守
下
征
也
【
高
田
町
】

山
田
利
子
【
古
野
町
】
和
田
芳

明
【
布
津
原
町
】
大
塚
信
子
、

生
美
津
子
、
北
村
忠
雄
【
藤

丘
町
】

田
富
士
子
【
原
古
賀

尊
田
義
肇
、
手
塚
卓
、
牟
田
ユ

キ
エ
【
宿
町
】
池
田
力
、
大
橋

捷
彦
、
平
川
侃
、
平
川
百
合
子
、

宮
原
順
子
、
山
口
友
美
【
田
代

外
町
】
千
代
田
乃
大
、
Z
松
早

千
代
【
神
辺
町
】
岩
本
敏
子

【
萱
方
町
】
岡
本
雅
子
、
林
久

美
【
古
賀
町
】
窪
田
健
一
、
中

尾
茂
裕
、
弥
永
勇
夫
、
山
浦
修
、

吉
田
信
次
【
弥
生
が
丘
】
寺
h

一
典
、
友
川
豊
【
曽
根
崎
町
】

山
内
直
文
【
原
町
】
轟
昇
一
郎
、

古
田
常
雄
【
幡
崎
町
】
牟
田

昌
子
【
蔵
上
町
】
緒
方
篤
、
八

坂
ヒ
サ
子
、
宮
崎
英
次
【
桜
ヶ

町
】

由
江
【
平
田
町
】
岸

栄
治
、
堤
武
志
【
立
石
町
】
平

河
潮
【
江
島
町
】
寺
h
カ
ヲ
ル
、

古
澤
敏
、
松
岡
憲
秀
【
村
田
町
】

中
村
千
鶴
、
平

敏
人【
西
新

町
】

力
黒
【
儀
徳
町
】
中
村

ゆ
う
子
【
幸
津
町
】
北
島
徹



対
　
象
●
60
〜
65
歳
代

と
　
き
●
11
月
27
日
（
月
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

内
　
容
●
年
末
の
大
掃
除
の
仕

方受
講
料
●
無
料

定
　
員
●
25
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
（
1

84
・
３
１
４
７
）
へ

◆
草
花
、
花
木
の
寄
植
づ
く
り

２
日
（
土
）
中
央
公
民
館

◆
野
菜
を
育
て
る
土
づ
く
り

５
日
（
火
）
田
代
公
民
館

◆
ク
リ
ス
マ
ス
の
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト

７
日
（
木
）
旭
公
民
館

◆
開
花
後
の
後
始
末
と
越
冬
中

の
管
理
及
び
腐
葉
土
づ
く
り

８
日
（
金
）
鳥
栖
公
民
館

◆
予
備
剪
定
、
元
肥
入
れ
、
つ

る
バ
ラ
の
誘
引

20
日
（
水
）

若
葉
公
民
館

※
時
間
は
午
前
９
時
半
〜
同
11

時
。
18
日
の
中
央
公
民
館
の
み

午
後
１
時
半
〜
同
３
時
。
詳
し

く
は
市
花
と
み
ど
り
の
推
進
協

議
会
（
1
85
・
３
６
０
３
）
へ
。

と
　
き
●
来
年
１
月
11
日
か
ら

３
月
22
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午
。
全
11

回と
こ
ろ
●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
　
師
●
松
尾
伊
知
郎
さ
ん

（
魚
蓮
坊
窯
）

定
　
員
●
20
人

材
料
代
●
５
０
０
０
円

申
し
込
み
●
往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
陶
芸
教
室
希
望
と
明
記
の

上
、
生
涯
学
習
課
（
〒
８
４
１

―
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１

１
８
番
地
1
85
・
３
６
９
４
）

へ
。
12
月
15
日
必
着
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
12
月

22
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小

学
生
低
学
年
を
対
象
に
次
の
と

お
り
教
室
を
開
き
ま
す
。

会
場
は
同
セ
ン
タ
ー
で
、
時

間
は
午
前
10
時
〜
正
午
。
申
し

込
み
な
ど
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ

ー
（
1
85
・
３
６
１
６
）
へ
。

■
運
動
遊
び
教
室

と
　
き
●
12
月
16
日
・
１
月
６

日
・
20
日
・
２
月
３
日
・
17

日
・
３
月
３
日
・
17
日
・
31
日

（
全
８
回
）

■
絵
画
（
低
学
年
）
教
室

と
　
き
●
12
月
９
日
・
１
月
13

日
・
２
月
10
日
・
３
月
10
日

（
全
４
回
）

材
料
費
●
２
０
０
円

と
　
き
●
12
月
15
日
（
金
）
午

前
10
時
〜

テ
ー
マ
●
来
年
の
あ
な
た
の
運

勢
は
？

講
　
師
●
田
中
恵
祥
さ
ん
（
九

州
易
学
専
門
学
院
学
院
長
）

そ
の
他
●
受
講
無
料
、
申
し
込

み
不
要

問
い
合
わ
せ
●
若
葉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
1
84
・
６
１

２
２
）

鳥
栖
の
紅
葉
の
名
所
「
市
民

の
森
」。
11
月
中
旬
か
ら
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
す
。
紅
葉
を
見
な

が
ら
、
家
族
で
の
ん
び
り
と
散

策
し
ま
せ
ん
か
。

散
策
で
汗
を
流
し
た
後
は

「
と
り
ご
え
荘
」「
や
ま
び
こ
山

荘
」
の
温
泉
。
温
泉
に
ゆ
っ
く

り
つ
か
っ
て
、
疲
れ
を
癒
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
農
林
課
（
1
85
・

３
５
６
３
）
へ
。

県
で
は
「
巡
回
労
働
相
談
」

と
「
電
話
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
無
料
。

◆
巡
回
労
働
相
談

と
　
き
●
12
月
５
日
（
火
）
・

19
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
東
別
館
１
階

相
談
内
容
●
労
働
条
件
、
解
雇
、

労
働
保
険
、
労
働
組
合
な
ど

◆
電
話
相
談

と
　
き
●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分

電
話
番
号
●
０
９
５
２
・
25
・

７
１
０
０
（
県
労
働
課
）

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
取

り
扱
う
作
業
に
従
事
し
た
こ
と

で
、
中
皮
腫
な
ど
を
発
症
し
て

死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
に
特

別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
支
給
要
件
が
あ

り
ま
す
。要
件
は
次
の
と
お
り
。

ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
遺
族

の
方
は
、
佐
賀
労
働
局
（
1
０

９
５
２
・
32
・
７
１
９
３
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青沼孝俊さん寿重さんの長男

羽 留 樹
は る き

く ん
（７カ月、本鳥栖町）

●両親からひと言
生まれてきてくれてありが
とう!!大好きよ。

日
　
　
曜

が
ん
検
診

基本健診の結果説明会
日　　曜
がん検診

12
月
の
園
芸
教
室

掃

除

講

習

会

陶

芸

教

室

若
葉
よ
ろ
ず
塾

市
児
童
セ
ン
タ
ー
教
室

巡
回
労
働
相
談

「
市
民
の
森
」
の
紅
葉
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

特
別
遺
族
給
付
金
を
支
給



■
新
着
図
書

●
児
童
書

ハ
ワ
イ
幽
霊
城
の
謎
（
は
や
み

ね
か
お
る
）
▽
デ
ル
ト
ラ
の
伝

説
（
Ｅ
・
ロ
ッ
ダ
）
▽
ち
び
ま

る
子
ち
ゃ
ん
の
英
語
教
室
（
池

田
紅
玉
）
▽
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と

て
ん
じ
ん
ち
ゃ
ん（
加
古
里
子
）

▽
め
ん
ど
り
と
こ
む
ぎ
つ
ぶ

（
小
出
正
吾
）
―
ほ
か

●
一
般
書

『
超
』
手
帳
法
（
野
口
悠
紀
雄
）

▽
ツ
キ
を
呼
ぶ『
魔
法
の
言
葉
』

（
五
日
市
剛
）
▽
神
殺
し
の
日

本
（
梅
原
猛
）
▽
佐
賀
県
の
山

（
宮
原
晃
）
▽
総
理
の
品
格

（
木
村
貢
）
▽
最
後
の
円
高

（
浅
井
隆
）
▽
ヨ
ン
エ
の
誓
い

（
イ
・
ヨ
ン
エ
）
―
ほ
か

■
子
ど
も
映
画
会

と
　
き
●
12
月
２
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
３
時
半

と
こ
ろ
●
２
階
視
聴
覚
室

上
映
作
品
●
か
い
じ
ゅ
う
た
ち

の
い
る
と
こ
ろ
、
し
ら
ゆ
き
ひ

め
―
ほ
か

入
場
料
●
無
料

支
給
要
件
●
平
成
13
年
３
月
26

日
以
前
に
死
亡
し
た
労
働
者
の

遺
族

と
　
き
●
11
月
29
日
（
水
）
午

後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
●
佐
賀
市
文
化
会
館

講
　
師
●
清
家
篤
・
慶
應
義
塾

大
学
商
学
部
教
授

参
加
費
●
無
料

定
　
員
●
１
３
０
人

問
い
合
わ
せ
●
（
社
）
佐
賀
県

労
働
基
準
協
会
（
1

０
９
５

２
・
32
・
１
５
１
９
）

12
月
の
市
民
相
談
会
を
下
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

会
場
は
い
ず
れ
も
市
役
所
２

階
第
１
会
議
室
。
詳
し
く
は
、

市
民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
推

進
係
（
1
85
・
３
５
７
６
）
へ
。

と
　
き
●
12
月
７
日
・
14
日
・

21
日
・
28
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
２
階
第
１
会

議
室

問
い
合
わ
せ
●
佐
賀
社
会
保
険

事
務
所
（
1
０
９
５
２
・
31
・

４
１
９
１
）

■出会いの相談
結婚を真剣に考えている人
の相談に応じ、ふさわしい人
を紹介します。初婚・再婚を
問いません。ボランティアな
ので相談は無料。ただし、交
通費などを頂く場合がありま
す。詳しくは久保嘉道（桜町
182-2005）または松本三重子
（轟木町182-7833）へ。

■資産運用セミナー
11月27日（月）午後２時～
同４時、鳥栖商工会議所。講
師は中島一俊さん（佐賀銀行
チーフファイナンシャルアド
バイザー）。受講無料で、定員
20人。申し込みは鳥栖商工会
議所（183-3121）へ。

■知って得する助成金
セミナー
11月29日（水）午後２時～
同３時半、鳥栖商工会議所。
社会保険労務士によるセミナ
ー。受講無料。申し込みは鳥
栖商工会議所（183-3121）へ。

■チャリティー映画まつり
12月２日（土）、中央公民館。
上映作品は「ダ・ヴィンチ・
コード」で、上映時間は、１
回目＝午後１時半開場、同２
時開演▽２回目＝午後５時半
開場、同６時開演。入場無料。
ただし、会場入口で募金をお
願いします。詳しくは鳥栖三
養基地区労働者福祉協議会
（182-3100）へ。

■就業体験者を募集
若年者就職支援センターで
は就業体験者を募集します。
対象は平成18年３月または平
成17年３月に高校を卒業した
未就職者など。詳しくは同セ
ンター（10952-27-1870）へ。

■放送大学学生を募集
放送大学佐賀学習センター
では平成19年度第１期教養学
部と大学院の学生を募集しま
す。応募資格など詳しくは同
センター（10952-22-3308）へ。

■
12
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
第
一
木
曜
日

（
７
日
）、
天
皇
誕
生
日
（
23

日
）、
年
末
年
始
（
12
月
29

日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
）

■
開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
火

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
開

館
）

■
貸
し
出
し

１
人
10
点
ま
で
、
期
間
は
14

日
間
。
貸
出
券
が
必
要
で
す

■
お
話
し
会
（
毎
週
水
曜

日
）

12
月
の
市
民
相
談
会

12
月
の
社
会
保
険
相
談

幼
児
向
け
＝
午
前
11
時
〜

児
童
向
け
＝
午
後
４
時
〜

仕
事
と
生
活
の
調
和
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



鳥
栖
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
希

望
者
は
申
込
書
に
参
加
料
を
添

え
て
、
12
月
１
日
ま
で
に
同
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
1

85
・
３
５
２
２
）
へ
。
申
込
書

は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

◆
第
45
回
鳥
栖
市
祝
成
人

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

と
　
き
●
来
年
１
月
21
日
（
日
）

10
キ
ロ
＝
同
９
時
５
分
、
５
キ

ロ
＝
午
前
10
時
10
分
ス
タ
ー
ト

（
受
け
付
け
は
同
７
時
〜
８
時
）

コ
ー
ス
●
陸
上
競
技
場
発
着

種
　
目
●
10
キ
ロ
＝
一
般
（
16

歳
以
上
55
歳
未
満
）
▽
５
キ
ロ

＝
①
高
齢
者（
男
子
65
歳
以
上
）

②
壮
年
（
同
55
歳
以
上
65
歳
未

満
）
③
一
般
女
子
（
高
校
生
以

上
）
④
中
学
生
男
子
⑤
中
学
生

女
子

参
加
料
●
一
般
２
０
０
０
円
、

高
校
生
１
０
０
０
円
、
中
学
生

７
０
０
円

◆
第
19
回
高
校
生
鳥
栖
10

キ
ロ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

資
　
格
●
日
本
陸
上
競
技
連
盟

２
０
０
６
年
度
登
録
競
技
者

と
　
き
●
来
年
１
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト
（
受
け
付

け
は
同
７
時
〜
８
時
）

参
加
料
●
１
０
０
０
円

現
状

増やす

目
標

目
標

増やす

現
状

 84.0%

現
状

現
状

鳥
栖
北
小
学
校
は
本
年
度
、

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
鳥
栖
北
小
学
校

50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

で
は
、
鳥
栖
北
小
学
校
の
50
年

間
の
記
録
写
真
な
ど
を
展
示
す

る
「
50
年
間
の
あ
ゆ
み
」
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
鳥
栖
北
小
学
校
に

関
す
る
写
真
な
ど
の
資
料
を
お

持
ち
で
し
た
ら
、
提
供
し
て
く

だ
さ
い
。
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
資
料
は
、
50
周
年
記
念
事
業

に
の
み
使
用
し
、
責
任
を
も
っ

て
返
却
し
ま
す
。
資
料
提
供
は

同
実
行
委
員
会
（
鳥
栖
北
小
学

校
内
1
83
・
２
２
９
６
）
へ
。

展
示
期
間
●
来
年
２
月
13
日
か

ら
１
週
間
程
度

展
示
場
所
●
鳥
栖
北
小
学
校
内

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
会
員
を
募
集

◆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

会
員
登
録

対
　
象
●
高
校
生
以
上
の
市
内

居
住
者
、
通
勤
者

と
　
き
●
毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
、
第
２
・
４
土
曜
日
（
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

使
用
料
●
２
０
０
円

内
　
容
●
簡
単
な
体
力
測
定

◆
会
員
講
座
（
予
約
制
）

対
　
象
●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
会
員

と
　
き
●
第
２
・
４
土
曜
日

使
用
料
●
２
０
０
円

内
　
容
●
減
量
、
筋
力
ア
ッ
プ

な
ど
の
講
座

申
し
込
み
●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
1
85
・
３
５
２
２
）
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
会
員
を
募
集

工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
業
務
、
委
託
業
務
等
（
清

掃
・
警
備
を
含
む
）
お
よ
び
物

品
関
係
の
指
名
願
（
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
）
を
12
月
11

日
か
ら
来
年
１
月
31
日
ま
で
に

契
約
管
財
課
へ
持
参
ま
た
は
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
必
着
。

指
名
願
の
有
効
期
間
は
来
年

４
月
１
日
か
ら
２
年
間
。
提
出

書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.tosu.lg.jp

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
当
課

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
契
約
管
財
課
（
1

85
・
３
５
４
７
）
へ
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
会
員
を
募
集

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
会
員
を
募
集

陸上競技場を発着点にレースが行われます創立50周年を迎える鳥栖北小学校


